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●

笹

岡

了
一

「
放
蕩
息
子
の
帰
宅
」

(
油
彩
・
一
九
六
〇
年
)

画
面
の
約
八
分
の
一
の
割
合
で

下
方
に
大
胆
に
地
平
線
。
悠
久
の

時
と
地
の
果
て
を
み
る
よ
う
な
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
空
間
を
背
景
に
、

二
人
の
人
物
を
中
央
に
左
右
二
等

分
に
配
し
た
構
図
。
豪
放
な
筆
致

で
暖
色
を
主
体
と
し
た
明
快
な
色

面
対
比
。
様
々
を
色
は
宝
石
の
よ

う
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
美
し
く
響

き
合
っ
て
い
ま
す
。
足
も
と
の
教

会
や
ラ
ク
ダ
な
ど
も
情
緒
豊
か
で

効
果
的
で
す
。
こ
ち
ら
に
向
っ
て

歩
い
て
く
る
の
が
息
子
、
ジ
ッ
と

立
っ
て
待
つ
父
親
の
後
姿
。
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
を
人
間
の
出
会
い
を

内
質
ま
で
凝
視
す
る
描
写
力
。
卓

抜
で
骨
太
の
構
成
力
と
繊
細
な
情

緒
に
裏
打
ち
さ
れ
た
笹
岡
了
一
の

代
表
作
の
一
つ
で
す
。
旧
・
新
約
聖

書
に
題
材
を
求
め
た
一
群
の
作
品

中
、
こ
の
ル
カ
福
音
喜
一
主
題
の

「
放
蕩
息
子
の
帰
宅
」
は
、
笹
岡

が
好
ん
で
く
り
か
え
し
描
い
た
テ

ー
マ
で
す
。
笹
岡
は
、
か
つ
て
中

国
で
の
従
軍
体
験
中
、
終
戦
時
旧

満
州
で
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た

が
、
戦
友
数
名
と
脱
出
し
、
大
陸
、

朝
鮮
の
荒
野
を
彷
裡
し
な
が
ら
帰

国
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
放
蕩
息

子
の
足
ど
り
に
彼
自
身
が
オ
ー
バ

ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

自
ら
は
具
象
作
家
と
し
て
独
自

の
世
界
を
築
き
ま
し
た
が
、
他
の

抽
象
や
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
等

に
も
理
解
を
示
し
、
抱
客
力
豊
か

な
、
リ
ベ
ラ
ル
な
芸
術
家
と
し
て
、

信
念
に
忠
実
を
画
家
で
し
た
。



みる・かたる・つくる

第
三
国
現
代
日
本
兵
象
彫
刻
展
.
 
8
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・
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・
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-
全
国
か
ら
一
〇
九
点
の
応
募

-

千
葉
市
青
葉
町
の
農
林
水
産
省

畜
産
試
験
場
跡
地
に
つ
く
ら
れ
て

い
る
「
青
葉
の
森
公
園
」
は
、
面

積
約
5
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
都
市
部
に

残
さ
れ
た
貴
重
を
自
然
で
あ
る
。

公
園
内
の
「
彫
刻
の
広
場
」
に
親

し
み
や
す
く
優
れ
た
具
象
彫
刻
作

品
約
2
0
点
を
全
国
公
募
す
る
た
め

昭
和
0
0
年
2
月
に
「
第
一
回
現
代

日
本
具
象
彫
刻
展
」
を
開
催
し
た

が
、
今
回
で
一
応
の
最
終
回
と
な

る
第
三
回
展
は
、
い
よ
い
よ
2
月

4
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
す
る
。

よ
り
充
実
し
た
応
募
作
品

第
三
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

の
作
品
公
募
は
、
昭
和
6
3
年
1
月

に
発
表
さ
れ
、
1
 
2
月
3
日
、
4
日

に
作
品
の
搬
入
が
行
わ
れ
た
。
北

は
北
海
道
、
南
は
福
岡
県
ま
で
全

国
1
8
都
道
府
県
、
そ
し
て
国
外
な

ど
か
ら
前
回
と
ほ
ぼ
同
数
の
購
点

が
搬
入
さ
れ
た
。
今
回
は
第
三
回

「三つの時代」

小寺真知子
「ねじられたダイヤモンド構造」

後藤良二

「く駁鴬〉-III」土田陸生

展
と
し
て
の
展
覧
会
実
績
に
よ
り

公
募
作
品
全
体
の
質
の
向
上
が
見

ら
れ
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

作
品
審
査
は
、
1
 
2
月
9
日
給
、

審
査
員
の
方
々

(
小
川
正
隆
、
嘉

門
安
雄
、
弦
田
平
八
郎
、
富
山
秀

男
、
中
村
侍
三
郎
、
本
間
正
義
、

三
木
多
聞
)

に
よ
り
行
わ
れ
た
。

応
募
点
数
鵬
点
の
う
ち
、
5
6
点

が
入
選
、
そ
の
中
か
ら
次
の
6
点

が
大
賞
に
選
ば
れ
た
。
(
受
付
順
)

・
藤
木
康
成
(
京
都
)
・
古
川
武

彦
(
東
京
)
・
土
田
陸
生
(
滋
賀
)

・
市
村
緑
郎
(
埼
玉
)
・
後
藤
良

二

(
神
奈
川
)
・
小
寺
真
知
子

(
在
イ
タ
リ
ア
)

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽
山
下
清
(
愛
知
)
▽
岡
弘
(
東
京
)

▽
辻
忍
(
神
奈
川
)

▽
松
本
光
司

(
愛
知
)

▽
山
川
玲
子
(
大
阪
)

▽

岡
本
錬
二
(
茨
城
)
▽
堀
信
二
(
大

阪
)
▽
葉
栗
剛
(
愛
知
)

▽
南
部
治

夫
(
埼
玉
)
▽
佐
野
文
夫
(
埼
玉
)
▽

梶
本
良
衛
(
石
川
)
▽
長
谷
川
大
治

「絆」 古川 武彦

「要人(ファミリー)」

藤木康成
「森の詩」市村緑郎

郎
(
石
川
)
▽
高
杉
邦
夫
(
千
葉
)
▽

長
嶋
栄
次
(
千
葉
)
▽
宇
野
務
(
神

奈
川
)
▽
今
野
勝
彦
(
千
葉
)
▽
遠

藤
幹
彦
(
東
京
)
▽
梅
原
正
夫
(
千

葉
)

▽
平
戸
美
和
子
(
千
葉
)
▽
村

上
章
一
(
福
岡
)
▽
中
川
と
も
み

(
京
都
)
▽
尾
崎
真
(
愛
知
)
▽
海
老

根
美
奈
子
(
茨
城
)
▽
野
口
信
夫

(
埼
玉
)
▽
中
嶋
登
茂
美
(
愛
知
)
▽

藤
巻
秀
正
(
新
潟
)
▽
小
野
雄
二

(
東
京
)
▽
深
作
洋
子
(
神
奈
川
)
▽

青
木
三
四
郎
(
千
葉
)
▽
明
地
信
之

(
東
京
)
▽
大
木
民
郎
(
北
海
道
)
▽

堀
豊
之
(
千
葉
)
▽
中
岡
慎
太
郎

(
千
葉
)
▽
佐
々
木
実
(
埼
玉
)
▽
会

田
冨
二
男
(
神
奈
川
)
▽
別
府
博
文

(
神
奈
川
)
▽
小
澤
悟
(
和
歌
山
)
▽

北
郷
悟
(
千
葉
)
▽
西
村
文
男
(
埼

玉
)

▽
石
橋
亘
(
千
葉
)
▽
岡
村
昭

(
埼
玉
)
▽
船
田
正
廣
(
千
葉
)
▽
中

野
滋
(
神
奈
川
)
▽
原
口
潔
(
愛
知
)

▽
冨
長
敦
也
(
大
阪
)
▽
牧
田
裕
次

(
埼
玉
)
▽
宮
内
聴
思
(
山
梨
)
▽
松

本
雄
治
(
神
奈
川
)
▽
播
間
公
次

(
大
阪
)
▽
楢
原
北
悠
(
北
海
道
)
-

受
付
順
-

な
お
招
待
作
家
(
淀
井
敏
夫
)
及

び
第
一
̃
二
回
展
の
招
待
、
大
賞

作
家
の
作
品
も
展
示
す
る
。

2
月
H
日
(
祝
)
に
は
、
美
術
を

語
る
会
「
私
の
制
作
に
つ
い
て
」

(
後
藤
良
二
)
が
開
催
さ
れ
る
。



房
総
の
美
術
家
シ
リ
!
ズ
(
1
 
8
)

笹
岡
了
一
展

.
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企
画
展
「
房
総
の
美
術
家
シ
リ

ー
ズ
」
は
今
年
度
で
第
1
8
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
戦
後
よ
り

流
山
市
に
住
み
、
日
展
参
与
、
光

風
会
常
任
理
事
、
き
ち
に
千
葉
県

美
術
会
会
長
と
し
て
活
躍
し
た
洋

画
家
笹
岡
了
一
(
明
治
四
十
̃
昭

和
六
十
二
)

に
焦
点
を
あ
て
て
開

催
し
ま
す
。

笹
岡
了
一
は
明
治
四
十
年
八
月

二
十
三
日
に
新
潟
県
中
蒲
原
郡
金

津
村
大
字
朝
日

(
現
新
津
市
)

に

生
ま
れ
ま
し
た
。
十
八
歳
の
時
に

画
家
を
志
し
、
上
京
を
決
意
し
ま

し
た
が
父
の
反
対
に
会
い
、
や
む

な
く
生
活
の
た
め
検
定
試
験
を
受

け
て
美
術
教
師
の
資
格
を
得
ま
し

た
。
昭
和
六
年
第
十
二
回
帝
国
美

術
院
展
覧
会
(
帝
展
)

で
「
三
人

の
少
女
」

が
初
入
選
し
た
の
を
機

に
上
京
し
、
同
じ
郷
土
出
身
の
安

宅
安
五
郎
に
師
事
し
ま
し
た
。
以

後
白
日
会
会
員
と
な
り
、
画
業
に

専
心
し
ま
し
た
が
、
昭
和
十
二
年

支
那
事
変
に
参
戦
、
そ
の
後
第
二

次
大
戦
で
陸
軍
に
数
回
応
召
さ
れ

中
国
大
陸
で
従
軍
生
活
を
体
験
し

ま
し
た
。
終
戦
の
時
、
ソ
連
軍
捕

虜
収
容
所
を
脱
走
、
朝
鮮
半
島
を

経
て
苦
難
の
末
、
昭
和
二
十
一
年

帰
国
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
北
支
の

極
寒
と
戦
争
の
苛
酷
を
極
限
状
況

みる・かたる・つくる

の
中
で
、
広
大
な
大
地
の
広
が
り

に
感
動
し
、
ま
た
戦
争
に
苦
し
む

人
々
に
平
和
を
願
い
、
数
多
く
の

デ
ッ
サ
ン
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の

体
験
は
笹
岡
了
一
の
芸
術
を
考
え

る
上
で
の
一
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

帰
国
後
は
、
妻
松
子
の
郷
里
流

山
市
に
移
住
、
ア
ト
リ
エ
を
設
け

以
後
こ
こ
を
制
作
の
拠
点
と
し
て
、

日
展
、
光
風
会
展
を
主
舞
台
に
活

躍
し
ま
し
た
。
初
期
の
作
品
は
「
水

(
晋
南
戦
線
所
見
)
」

(
昭
和
十
七

年
)
や
「
纏
足
」
(
昭
和
二
十
一
年
)

な
ど
、
茶
や
灰
色
を
基
調
と
し
た

写
実
的
で
緻
密
な
描
写
の
作
品
で

し
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
美
術
評
論
家

柳
亮
主
宰
の
」
A
N
絵
画
研
究
会

(
黎
明
会
)
が
発
足
し
こ
れ
に
参
加

し
ま
す
。
戦
後
∴
ン
ユ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
が
日
本
に
入

っ
て
若
手
画
家
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
、
柳
亮
は
構
図
法
の

●

研
究
に
取
り
組
み
、
い
わ
ば
理
論

的
指
導
者
で
し
た
。
こ
こ
で
笹
岡

は
従
来
の
遠
近
法
を
越
、
え
、
新
し

い
具
象
表
現
を
追
求
し
ま
し
た
。

「
グ
リ
フ
ォ
ン
と
闘
ふ
男
」
(
昭
和

三
十
年
)
、
「
放
蕩
息
子
の
帰
宅
」

(
昭
和
三
十
五
年
)
、
「
天
使
と
ヤ
コ

ブ
の
闘
い
」
(
昭
和
五
十
年
)
な
ど

ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
聖
書
の
世
界
に

題
材
を
求
め
、
意
欲
的
な
作
品
を

次
々
に
発
表
し
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
第

十
回
日
展
で
は

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
物

語
」

で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

神
話
や
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
テ

ー
マ
と
し
た
作
品
を
発
表
す
る
一

方
、
か
つ
て
従
軍
し
苦
難
の
日
々

を
過
し
た
中
国
大
陸
や
そ
こ
に
住

む
人
々
の
生
活
に
イ
メ
ー
ジ
を
は

せ
た
「
黄
土
」
(
昭
和
三
十
年
)
、

「
孟
母
の
家
」
(
昭
和
四
十
八
年
)
、

「
山
西
」
(
昭
和
五
十
九
年
)
な
ど

一
連
の
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

一
見
対
照
的
な
題

「孟母の家」

「ウイリアム物語」

材
の
作
品
は
、
し

か
し
ど
ち
ら
も
ロ

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム

を
内
面
に
秘
め
、

大
胆
な
色
面
と
空

間
構
成
に
よ
る
独

自
の
具
象
世
界
の

中
に
、
繊
細
な
詩

情
を
見
る
も
の
に

感
じ
さ
せ
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
に
し
・
T
・
S
(
黎

明
会
・
千
葉
・
笹
岡
)
笹
岡
絵
画

研
究
所
を
開
き
、
こ
こ
で
多
く
の

後
進
の
指
導
に
尽
力
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
千
葉
県
教
育
功

労
者
(
芸
術
文
化
)
、
翌
五
十
年

に
千
葉
県
文
化
功
労
者
と
し
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四

年
に
は
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
、

翌
五
十
五
年
に
は
流
山
市
美
術
家

協
会
を
発
足
さ
せ
、
同
年
光
風
会

常
任
理
事
に
就
任
、
昭
和
五
十
九

年
に
千
葉
県
美
術
会
会
長
、
日

展
参
与
と
な
り
千
葉
県
美
術
界
を

は
じ
め
日
本
洋
画
壇
の
発
展
に
尽

し
ま
し
た
。
画
業
一
筋
の
そ
の
人

柄
は
多
く
の
門
下
生
に
慕
お
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
六

月
八
日
、
脳
血
栓
の
た
め
逝
去
。

七
十
九
歳
で
し
た
。

今
回
、
笹
岡
了
一
の
代
表
作
約

六
十
点
に
デ
ッ
サ
ン
、
ス
ケ
ッ
チ

類
を
あ
れ
せ
て
約
百
二
十
点
の
作

品
を
一
堂
に
展
覧
、
そ
の
画
業
の

全
貌
を
紹
介
し
ま
す
。

第
十
回
美
術
を
語
る
会

日
時

三
月
四
日
㈲
午
後
二
時
̃

話
題

「
笹
岡
了
一
展
に
関
し
て
」

話
題
提
供
者

篠
崎
輝
夫
氏
(
洋
画
家
)



みる・かたる・つくる

昭
和
6
 
3
年
度
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
平
成
元
年
2
月
1
日
現
在
)

日
本
画

島
田
良
補
作
「
乳
の
祈
り
(
チ
プ
サ

ン
古
墳
)
」
(
紙
本
・
着
彩
昭
5
2
)

西
村
昭
二
郎
作
「
新
雪
」
(
紙
本
・

着
彩

昭
5
9
)

黒
沢
吉
蔵
作
「
古
郷
晩
夏
」

(
紙

本
・
着
彩

昭
6
3
)

洋

画

国
松
桂
渓
作
「
仏
国
ト
ル
ド
ン
ヌ
」

(
麻
・
油
彩

大
1
 
2
頃
)

西
川
純
作
「
保
津
峡
」
(
麻
・
油
彩
)

相
田
直
彦
作
「
清
浪
」
(
紙
・
水
彩
)

須
田
国
太
郎
作
「
風
景
(
漁
船
)
」

(
紙
・
水
彩
)

「
デ
ッ
サ
ン
(
腰
か
け
る
裸
婦
)
」

(
紙
・
鉛
筆
)
他
1
 
9
点

彫

刻

本
郷
新
作
「
裸
婦
」
(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
2
7
)

菊
池
一
雄
作
「
手
を
挙
げ
る
」
(
ブ

ロ
ン
ズ

昭
5
2
)

工

芸

鹿
島
一
谷
作
「
布
目
家
族
菱
つ
な

ぎ
文
南
錬
水
指
」
(
彫
金

昭
5
6
)

関
谷
四
郎
作
「
鋼
鉄
壷
」

(
鍍
金

昭
4
9
)

蓮
田
修
吾
郎
作
「
鐘
が
な
る
リ
ュ

ー
ベ
ッ
ク
」

(
鋳
金

昭
飢
)

増
村
益
城
作
「
乾
漆
渡
文
溜
塗
盛

器
」

(
漆
芸

昭
4
0
)

武
田
武
弘
作
「
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
よ

り

『
朝
呈

(
漆
芸

昭
5
0
)

次
の
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
画

杉
浦
信
太
郎
氏
よ
り

横
尾
芳
月
作
「
新
春
」
(
紙
本
・
着
彩
)

渡
辺
学
作
「
下
総
の
海
女
」
(
紙
本
・

着
彩
)

島
田
良
祐
氏
よ
り

島
田
良
補
作
「
海
近
さ
村
」
(
紙
本
・

着
彩

昭
2
9
)

杉
原
元
人
民
よ
り

杉
原
元
入
作
「
寂
巌
」

(
紙
本
・

着
彩

昭
6
2
)

洋

画

安
藤
昭
子
氏
よ
り

安
藤
信
哉
作
「
パ
リ
の
窓
」
(
麻
・

油
彩

昭
3
7
)
他
了
点

宮
城
登
洋
子
氏
よ
り

宮
城
泰
介
作
「
嘆
き
」
(
麻
・
油
彩

昭
0
0
)
他
1
点

飯
田
祐
三
氏
よ
り

コ
ン
ス
タ
ン
・
ト
ロ
ウ
イ
ヨ
ン
作

「
河
辺
の
道
」
(
麻
・
油
彩
一

八
五
〇
̃
五
五
頃
)

石
井
洋
氏
よ
り

石
井
柏
亭
作
「
異
聞
の
入
江
(
下
図
)
」

(
紙
・
水
彩

明
3
7
)
他
3
点

柳
文
治
郎
氏
よ
り

柳
敬
助
作
「
静
物
」
(
麻
・
油
彩

大
1
0
頃
)
他
u
点

書津
田
永
寿
氏
よ
り

津
田
信
夫
作
「
落
花
有
意
…
」
(
紙
・

墨
)
他
4
点

浅
見
ま
き
子
(
蘭
秀
)
氏
よ
り

浅
見
蘭
秀
作
「
牧
水
か
る
堂
」
(
紙
・

墨

昭
6
2
)

研
究
資
料

関
い
よ
氏
よ
り

椿
貞
雄
作
「
桃
く
り
三
年
、
柿
八

年
…
」

(
紙
・
着
彩

昭
5
)

昭
和
6
 
3
年
度
千
葉
県
美
術
品

取
得
基
金

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
、
ミ
レ
ー
作

「
垣
根
に
沿
っ
て
草
を
食
む
羊
」

(
麻
・
油
彩
一
八
六
〇
頃
)

ジ
ャ
ン
\
ハ
テ
ィ
ス
ト
・
カ
ミ
ー

ユ
・
コ
ロ
ー
作
「
ナ
ポ
リ
近
郊

の
思
い
出
」
(
麻
・
油
彩
一
八

六
〇
̃
六
五
頃
)

ギ
ユ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
作

「
眠
る
人
」
(
麻
・
油
彩
一
八

五
三
)

4

島田良淳男装も

本郷 新「裸婦」

鹿昌一谷「布目象骸菱つなぎ文南節水指」

石井拍車「異聞の入江(下図)」

●

●
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昭
和
6
3
年
1
 
2
月
1
3
日
か
ら
常
設

収
蔵
作
品
展
H
期
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
本
展
で
は
、
浅
井
忠
の
水

彩
画
と
そ
の
周
辺
の
水
彩
画
家
の

作
品
に
焦
点
を
あ
て
る
と
と
も
に
、

新
収
蔵
作
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
先
に
収
蔵
し
た
ミ
レ
ー
の

「
垣
根
に
沿
っ
て
革
を
食
む
羊
」

の
ほ
か
、
そ
の
後
収
蔵
し
た
ミ
レ

ー
同
様
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
代
表
的

作
家
ジ
ャ
ン
・
パ
テ
ィ
ス
ト
・
カ

ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
ー
(
一
七
九
六
-

一
八
七
五
)
、
コ
ン
ス
タ
ン
・
ト

ロ
ワ
イ
ヨ
ン

(
一
八
一
〇
-
一
八

六
五
)
、
そ
し
て
写
実
派
の
代
表

的
作
家
ギ
ユ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル

ベ

(
一
八
一
九
-
一
八
七
七
)
等

の
外
国
作
家
の
作
品
を
中
心
に
し

た
特
別
展
示
を
2
月
2
6
日
ま
で
開

い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ー
の

「
ナ
ポ

リ
近
郊
の
思
い
出
」
は
、
銀
灰
色

の
柔
ら
か
を
彩
調
の
う
ち
に
詩
情

を
漂
ね
せ
る
彼
独
特
の
技
法
が
遺

憾
無
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト

ロ
ウ
イ
ヨ
ン
の

「
河
辺
の
道
」
も
、

田
園
風
景
の
中
に
動
物
を
配
し
て

抒
情
的
に
描
く
彼
の
持
味
が
良
く

出
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク

ー
ル
ベ
の

「
眠
る
人
」

は
、
身
近

を
人
物
が
飾
ら
ず
あ
り
の
ま
ま
に

豊
か
な
技
量
で
あ
ら
れ
さ
れ
て
お

●

り
、
そ
の
徹
底
し
た
写
実
態
度
が

見
事
に
具
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
様
に
御
鑑
賞
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

か
た
る
・
つ
く
る

クールベ「眠る人」 コロー「ナポリ通勤の思い出」

昭
和
6
3
年
度
第
二
回
美
術
講
演

会
は
特
別
展
「
石
井
柏
享
と
近
代

絵
画
の
歩
み
」

の
会
期
中
の
9
月

1
 
7
日

(
土
)

午
後
2
時
よ
り
本

館
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
講
師
は
茨

城
県
近
代
美
術
館
長
で
あ
り
、
美

術
評
論
家
で
も
あ
る
匠
秀
夫
氏
を

迎
え
「
石
井
柏
亨
と
近
代
美
術
」

と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
た
。

柏
亨
の
家
庭
環
境
、
当
時
の
社

会
情
勢
や
近
代
美
術
の
動
向
に
も

ふ
れ
、
柏
亨
の
絵
画
ば
か
り
で
は

な
く
、
詩
人
、
歌
人
、
教
育
者
、

編
集
者
、
批
評
家
と
し
て
幅
広
く

活
躍
し
た
様
子
な
ど
、
作
品
の
ス

ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
〃
人
間
-
柏
亭
〃

の
生
き
ざ
ま
に
つ
い
て
も
言
及
さ

れ
大
変
興
味
深
い
講
演
で
あ
っ
た
。

第
九
回
は
、
現
代
日
本
具
象
彫

刻
展
に
ち
な
み
、
大
賞
受
賞
者
の

後
藤
良
二
氏
を
話
題
提
供
者
と
し

て
迎
え
「
私
の
制
作
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
2
月
1
 
1
日
開
催

の
予
定
。
第
十
回
は
企
画
展
「
笹

岡
了
一
度
」
に
ち
な
み
、
話
題
提

供
者
に
千
葉
県
美
術
会
理
事
長
の

篠
崎
輝
夫
氏
を
迎
え
「
笹
岡
了
一

展
に
関
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

3
月
4
日
開
催
の
予
定
、
時
間
、

会
場
は
第
八
回
と
同
じ
。

ご
あ
ん
な
い
・
団
体
展

今
年
度
第
二
回
の
研
究
員
会
議

は
2
月
下
句
に
予
定
し
て
い
る
。

内
容
は
浅
井
忠
研
究
資
料
の
解

読
の
ま
と
め
と
館
の
普
及
活
動
に

つ
い
て
の
調
査
意
見
の
提
出
と
な

っ
て
い
る
。

トロウイヨン「河辺の道」

第
八
回
美
術
を
語
る
会
は
話
題

提
供
者
と
し
て
書
家
の
千
代
倉
桜

舟
氏
を
週
、
え
、
平
成
元
年
1
月
2
1

日
(
土
)
午
後
2
時
よ
り
、
「
書
・

こ
ん
な
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
本
館
研
修
室
で
行
お

れ
、
書
を
通
し
て
人
生
の
生
き
方

に
ま
で
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
有
意

義
を
話
で
あ
っ
た
。

今
年
度
の
第
二
回
目
の
協
議
会

が
、
柴
田
敏
夫
氏
の
後
任
と
し
て

新
委
員

大
高
好
男
氏
を
迎
え
て

1
0
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
当
館
の
展

示
室
増
築
に
伴
う
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
他
、
一
時
間
半
に
ね
た
り

協
議
が
行
わ
れ
た
。

●
第
1
 
6
回
現
代
書
壇
代
表
展
・
現

代
書
壇
巨
匠
展
・
千
葉
書
壇
秀

抜
展
・
千
葉
書
壇
新
進
展

1
月
1
8
日
̃
1
月
2
2
日

●
千
葉
市
観
光
絵
画
と
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
展

1
月
2
4
日
̃
1
月
2
9
日

●
第
4
回
書
星
選
抜
展

1
月
2
4
日
̃
1
月
2
9
日

●
第
6
回
千
葉
県
医
師
会
美
術
展

1
月
2
4
日
̃
1
月
2
9
日

●
第
2
2
回
千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
作
品
展1

月
2
4
日
̃
1
月
2
9
日

●
群
臨
書
人
展

1
月
3
1
日
̃
2
月
5
日

●
第
4
1
回
千
葉
県
小
中
高
校
書
初

展
覧
会

1
月
3
1
日
̃
2
月
5
日

●
昭
和
6
3
年
度
千
葉
市
小
中
養
護

学
校
児
童
生
徒
書
写
展
覧
会

1
月
3
1
日
̃
2
月
5
日

●
千
葉
大
学
教
育
学
部
美
術
科
卒

業
制
作
展2

月
7
日
̃
2
月
1
2
日

●
第
2
2
回
千
葉
大
学
学
生
書
道
展

2
月
7
日
̃
2
月
1
2
日

●
第
1
 
2
回
唱
和
会
書
展

2
月
1
4
日
̃
2
月
1
9
日

●
幕
張
北
高
校
書
道
コ
ー
ス
卒
業

制
作
展

2
月
1
4
日
̃
2
月
1
9
日
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5
月
よ
り
開
始
し
た
今
年
度
の

実
技
講
座
は
、
従
来
ど
お
り
美
術

館
友
の
会
が
初
心
者
を
対
象
と
し

た
入
門
誌
座
を
実
施
し
、
(
午
前

1
0
時
̃
午
後
4
時
、
年
間
6
5
日
間

開
催
)
美
術
館
が
経
験
者
を
対
象

と
し
て

(
午
後
0
時
0
0
分
̃
4
時

0
0
分
、
年
間
m
日
間
開
催
)
行
い

ま
し
た
。

近
)
を
実
施
し
た
。
(
各
期
1
 
2
日

間
)
参
加
者
各
2
8
・
0
0
・
0
0
名
、

講
師
・
戸
田
建
夫
、
伊
牟
田
鰹
正
、

小
林
数
の
各
氏
。

年
間
2
6
期
に
ね
た

る
講
座
の
参
加
状
況

は
、
7
2
5
名
の
定
員
に

県
内
よ
り
恥
名
近
い

受
講
希
望
が
あ
り
各

講
座
と
も
個
性
を
生

か
し
た
創
作
活
動
が

積
極
的
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
実
施
し

た
美
術
館
実
技
講
座

は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
友
の
会
実
技
講
座

は
会
報
「
し
お
さ
い
」

に
掲
載
。
)

座詰画洋

彫刻講座

日
本
画
講
座

対
象
を
正
確
に
デ
ッ
サ
ン
す
る

こ
と
を
中
心
に
、
観
察
と
表
現
に

つ
い
て
学
習
し
た
。
(
1
0
日
間
)

参
加
者
1
 
9
名
、
講
師
・
関
主
税
氏
。

洋
画
講
座

第
1
期
は
水
彩
画
、
2
・
3
期

は
油
彩
画
を
実
施
し
て
、
静
物
、

着
衣
、
裸
婦
、
風
景
(
中
央
港
付

デ
ッ
サ
ン
講
座
用
・
㈲

自
主
研
修
議
座
、
石
こ
う
・
着

衣
・
裸
婦
・
静
物
を
鉛
筆
・
木
炭

等
で
表
現
し
淡
彩
ま
で
。
(
各
期

8
日
間
)
参
加
者
各
2
0
・
2
8
名
。

版
画
講
座

銅
版
2
3
×
0
0
、
亜
鉛
板
2
1
×
0
0

C
m
を
用
い
、
各
自
自
由
テ
ー
マ
で

ア
ク
ア
チ
ン
ト
・
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン

ト
な
ど
。
(
1
 
2
日
間
)
参
加
者
1
 
2

名
、
講
師
・
増
田
陽
一
氏
。

彫
刻
講
座

た
こ
石
(
群
馬
県
産
軟
石
)

を

素
材
に
、
石
彫
表
現
の
基
礎
的
技

法
や
、
用
具
の
取
り
扱
い
方
の
説

明
の
後
、
石
仏
、
動
物
な
ど
を
制

作
、
(
1
 
0
日
間
)
参
加
者
1
 
4
名
、

講
師
・
中
島
幹
夫
氏
。

陶
芸
講
座
用
・
㈲

各
期
3
回
の
成
形
・
素
焼
・
施

紬
・
焼
成
と
い
う
工
程
で
、
信
楽
土
、

半
磁
器
土
等
を
素
材
に
、
花
器
、

食
器
等
を
制
作
し
た
。
ま
た
後
期

に
は
上
絵
付
を
実
施
し
た
。
(
各

期
的
日
間
)
参
加
者
各
3
4
・
3
9
名
、

講
師
・
横
山
光
ノ
介
、
上
瀧
勝
治

の
両
氏
。

書
芸
講
座
用
・
㈲
・
㈲

近
代
詩
文
書
・
か
な
・
漢
字
を

各
期
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
筆
・
墨
・

紙
等
の
説
明
か
ら
、
書
の
歴
史
、

書
の
見
方
な
ど
を
学
習
し
た
。

(
各
期
4
日
間
)
参
加
者
各
1
4
・

2
9
・
1
 
9
名
、
講
師
・
千
代
倉
桜
舟

高
木
束
扇
、
浅
見
錦
龍
の
各
氏
。座話芸害

今
年
度
最
後
の
購
入
図
書
と
し

て
次
の
u
冊
が
入
り
ま
し
た
。

○
画

集

版
画
集
を
4
冊
詩
人
し
ま
し
た
。

一
つ
は
米
国
で
成
功
し
、
「
自
由

の
女
神
細
周
年
記
念
」

の
公
式
ポ

ス
タ
ー
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ポ
ス

タ
ー
等
を
手
か
け
て
活
躍
中
の
山

形
博
導
の
自
選
画
集
。
軽
快
で
カ

ラ
ッ
と
し
た
作
風
の
影
に
は
、
作

家
独
特
の
画
面
構
成
法
や
1
0
版
以

上
の
版
を
重
ね
る
と
い
っ
た
努
力

が
あ
る
と
言
お
れ
ま
す
。

次
に
フ
ン
デ
ル
ト
ワ
ッ
サ
ー
の

全
版
画
作
品
集
。
ウ
ィ
ー
ン
に
生

ま
れ
、
シ
ー
レ
や
ク
リ
ム
ト
の
影

響
下
に
、
原
色
配
置
と
大
胆
に
装

飾
化
さ
れ
た
画
面
で
知
ら
れ
る
作

者
は
、
親
日
家
で
も
あ
り
、
「
百

水
」

の
印
章
を
用
い
て
、
東
京
で

個
展
も
開
い
て
い
ま
す
。

他
に
、
カ
ラ
フ
ル
で
現
代
的
な

木
版
画
で
人
気
の
黒
崎
彰
、
正
統

派
的
銅
版
画
で
瞑
想
的
な
作
風
の

中
林
忠
良
の
二
人
の
カ
タ
ロ
グ
レ

ゾ
ネ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

洋
画
の
画
集
で
は
、
貧
窮
者
を

優
れ
た
デ
ッ
サ
ン
カ
と
哀
愁
に
満

ち
た
色
彩
で
描
い
た
鴨
居
玲
の
画

集
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

○
辞
典
・
評
論

『
世
界
美
術
大
事
典
』
は
、
豊

富
を
カ
ラ
ー
図
版
と
細
や
か
を
解

説
が
あ
り
、
画
集
と
し
て
観
光
ガ

イ
ド
と
し
て
、
ま
た
建
築
の
内
部

構
造
を
学
ぶ
方
に
も
お
勧
め
で
き

ま
す
。『

2
0
世
紀
の
芸
術
』
は
、
9
巻

の
シ
リ
ー
ズ
で
、
芸
術
と
大
衆
・

生
命
・
環
境
等
と
の
関
連
性
を
探

っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

『
美
の
譜
対
談
集
』

の
日
は
、

評
論
家
の
植
村
鷹
千
代
氏
が
、
美

術
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
作
家
達

と
の
対
話
を
ま
と
め
た
も
の
。
凸

は
、
同
じ
分
野
で
活
躍
す
る
作
家

達
の
対
談
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
、
青
木
繁
の
生
涯
を
描
い
た

『
底
な
る
潮
』
と
『
日
本
西
洋
画

事
始
め
』
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

日

誌

抄

n
・
1
 
2

第
七
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
深
沢

幸
雄
氏
)

n
・
1
 
7

第
十
二
回
千
葉
県
移
動

美
術
館
(
館
山
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

n
・
3
0
ま
で
)

1
 
2
・
3

同
じ
く
(
袖
ヶ
浦
町
立

根
形
公
民
館
、
1
2
・
1
4

ま
で
)

1
・
2
 
1

第
八
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
千
代

倉
桜
舟
氏
)

●


